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新しい科目群とその教育目的 

New courses and their educational objectives

人文・社会科学科目群 

人文・社会科学科目群は、国際化が進展し、また価値観の多様化した地球社会において、学生が自ら

を確立し、社会の一員として共生する中で充実した人生を送ることができるよう、人間や社会に対す

る洞察力や、他者との相互理解を通じて自己のあり方を問う力の涵養を目的としています。 

自然科学科目群 

自然科学科目群は理系学部の基礎教育としての性格とすべての学生のための教養教育としての性格を

持っています。基礎教育としては、根本となる自然法則や原理に基づいての理論教育と、自ら立てた

仮説を実験や観察を通じて検証する実験・実習教育の両輪から、自然科学の基本的な知識・思考を修

得させることを目的としています。また、教養教育としては、現代社会の政策的課題に取り組む上で

も不可欠な、仮説と検証により原理・法則に到達することを求める自然科学的な方法論を修得させる

ことを目的としています。 

外国語科目群 

教養・共通教育における外国語教育科目は英語と初修外国語で構成されています。 

(i) 英語教育の目的 

京都大学には世界的に卓越した知の創造と世界に通用する人材の養成が期待されています。このため

の基礎として、本学での英語教育の目標を「学術目的の英語」と位置付け、国際共通語になりつつあ

る英語によるコミュニケーション力の育成を行います。とりわけ教養・共通教育では「一般学術目的

の英語」を基軸とした教育を行います。 

(ii) 初修外国語教育の目的 

言語はコミュニケーションのための道具であるとともに、人類の創造した文化の基盤でもあります。

英語以外の言語の習得を通じて、文化や慣習および価値観などの相違を理解し、それぞれの言語圏で

蓄積された英知を体得するとともに、より多元的な世界観を持つことを期待します。 

情報学科目群 

高度情報化社会において求められる技能や知識を修得する科目として科目群を独立させて実施しま

す。コンピューターや情報リテラシーなど情報利活用能力の獲得、情報科学や技術の基礎的概念の理

解、および高度情報化社会の課題の考察を目的に科目を展開します。 

 

健康・スポーツ科目群 

スポーツ実習科目は、学生にとって、体力向上や健康維持、あるいは規則正しい生活習慣の確立に重

要な意義を有しており、履修を推奨する科目として実施します。また理論と実技を連携するとともに、
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少子・高齢化社会が急速に進展する中で、健康、医療あるいは介護について学ぶ機会を充実すること

を目的に、科目群を再編して実施します。 

キャリア形成科目群 

キャリア形成科目群は、将来のキャリアに関連した科目を、コンプライアンス、国際コミュニケーシ

ョン、学芸員課程、国際交流、COCOLO域、その他キャリア形成という分野で構成しています。 

統合科学科目群 

環境・エネルギー・自然災害、生命科学や人口動態に関する問題など、現代社会が直面する複合的な

課題を多様な視点から検討し、学問分野を統合する形でその解決策を考察する科目として、新たに科

目群を設け実施します。 

少人数教育科目群 

問題を見つけ解決するという学問のプロセスを体験する場として、少人数での教育を位置付けていま

す。とりわけ教養・共通教育では、高校での学びとの違いに気づいてもらうことを目的として実施し

ます。 

大学院共通科目群 

大学院共通科目群は、大学院生が、専門学術以外にも素養として備えるべき知識を養成することを目

的としています。平成 30 年度より、次の3 分野が設けられています。 

(i) 社会適合分野 

大学院での研究活動、ならびに大学から現代社会に飛び立ち活躍するために素養として必要な知識を

養成する科目 

(ii) 情報テクノサイエンス分野 

IT 社会において必要とされる情報処理能力を学ぶ科目 

(iii) コミュニケーション分野国際的に活躍するためのコミュニケーションスキルを身に付ける科目 

大学院横断教育科目群 

研究科等を横断する学際領域において、他研究科等の大学院生にも公開し、履修を推奨する科目とし

て開講されます。 
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